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問合せ先責任者　常務取締役総合企画部長　　三本　博恭 TEL（099）226-1111

1．四半期財務情報の作成等に係る事項

　（1）会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 : 有

　内容は５ページの「四半期財務情報作成のための基本となる事項」に記載しております。

　（2）最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無　　　　　 : 無

　（3）連結及び持分法の適用範囲の異動の有無　　　　　　　 : 無

　（4）監査法人による監査の有無 : 無

2．平成19年３月期　第３四半期の財務・業績概要（平成18年４月1日～平成18年12月31日）

（1）経営成績（連結）の進捗状況　　　　　　　 （注）　記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

円 銭

9 18 - -

14 57 - -

13 97 - -
（注） 経常収益、経常利益、四半期(当期)純利益におけるパーセント表示は、対前年同四半期(前期)増減率を示しております。　

（2）財政状態（連結）の変動状況

％ 円 銭

15

11

06

（注）　 「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末少数株主持分）を期末資産の部合計で除した比率であり「銀行法

　第14条の2の規程に基づき自己資本比率の基準を定める件」（平成5年3月31日付大蔵省告示第55号）に基づいて算出

　する連結自己資本比率ではありません。

　　なお、銀行法に基づく「連結自己資本比率」については８ページをご参照下さい。

〔参考〕
平成19年3月期の連結業績予想（平成18年4月1日～平成19年3月31日）

※平成18年11月27日に公表いたしました業績予想から変更はありません。

　上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は

　今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。

　

　（     11.5）

通　　期

　　　　　　　　百万円 　　　　　　　　百万円 　　　　　　　　百万円

20,700 1,850 1,030

19年３月期第3四半期

18年３月期第3四半期

　（    35.5）

　　　　　　％  　　　　百万円 　　　　　　％

740 　（ △37.0）

　（    24.5）

四半期（当期）純利益

自己資本比率
（注）

1,054 　（ △49.5）

　　　　百万円

2,086

潜在株式調整後1株当たり

四半期（当期）純利益

純 資 産

1,175

1株当たり

四半期（当期）純利益

経 常 利 益

　　　　　　   　　　円　　　　       銭

19年３月期第3四半期

（参考）18年3月期

5.2

18年３月期第3四半期

（参考）18年3月期

38,259 5.7

　　　　　　　　百万円　　　　　　　　百万円

672,028

34,376

19年３月期第3四半期

18年３月期第3四半期

（参考）18年3月期

　　　　百万円

15,593

経 常 収 益

15,225

　　　　　　％ 

　（　   2.4）

　（　   6.2）

20,383 2,342 1,127　（ 　  1.2） 　（   △0.1）

1株当たり

純  資  産
総 資 産

664,889

474

426

659,426 36,720 5.6 455

経 常 収 益 経 常 利 益 当期純利益
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株式会社　南日本銀行

［添付資料］

1．四半期連結貸借対照表
　　　（単位：百万円）

注 　記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

―

自 己 株 式

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益
土地再評価差額金

△ 98
28,489

3,175

（ 株主資本合計 ）
評 価 ・ 換 算 差 額 等
その他有価証券評価差額金

―

株 主 資 本
資 本 金
資 本 剰 余 金
利 益 剰 余 金

6,418
9,101

及 び 資 本 の 部 合 計

―

―

―

―

― ―

―

―

―

―

――

―

―

負債及び純資産の部合計

少 数 株 主 持 分
34,376 ―純 資 産 の 部 合 計

― ―

664,889 ―

（ 評価・換算差額等合計 ） 5,887 ― ―

2,712 ― ―

―

△1 ― ― ―

―

13,067 ― ―

―

―

― ― ―

― ―

5,848

6,418
9,1019,101

659,426

36,720

―

12,468
205

（ 純資産の 部 ）

4,218
△11,744
664,889

―

―

―

―

―

2,939
7,185

6,418
―

490
2,856
12,725

659,426

―

608,730
2,114

2,659
2,941

6

負 債 、 少 数 株 主 持 分

476,371

1,475
4,182

402
2,0701,959 111

△90

12,732

30,000

資 本 の 部 合 計

109,610

△12,495

35

4,182
622,706

4,404
633,769

2,711

―

1,628

―

△ 186
△ 3,256

――

―

630,513

―

3,822
―

3,312

その他有価証券評価差額金

616,779
1,989
6
2,205

2,070

前年同四半期末

（A)－（B)第３四半期末）第３四半期末）
（A)

（平成18年3月期 比　較（平成19年3月期
科　　　目

当四半期末

（ 資 産 の 部 ）

平成18年3月期末
（参考）

32,545現 金 預 け 金 33,756

（B)

コールローン及び買入手形

買 入 金 銭 債 権
商 品 有 価 証 券
金 銭 の 信 託
有 価 証 券
貸 出 金
外 国 為 替
そ の 他 資 産
動 産 不 動 産

繰 延 税 金 資 産

預 金
コールマネー及び売渡手形

（ 負 債 の 部 ）

支 払 承 諾 見 返
貸 倒 引 当 金
資 産 の 部 合 計

有 形 固 定 資 産
無 形 固 定 資 産

借 用 金
そ の 他 負 債

資 本 剰 余 金

少 数 株 主 持 分
（ 資 本 の 部 ）

資 本 金

利 益 剰 余 金
土 地 再 評 価 差 額 金

自 己 株 式

3,243退 職 給 付 引 当 金

再評価に係る繰延税金負債

支 払 承 諾

（ 少 数 株 主 持 分 ）
負 債 の 部 合 計

4,218

319

23,042
22,500
9,997
59
1,359
110,572
484,756

21,000
14,999
42
1,917
112,521
478,891
360
3,504
12,539

817
4,404
△12,727

―

―

672,028

619,137
2,833
7
2,585
2,841

△95

12,709

38,259

672,028

△ 10,714
1,500
△ 5,002
17
△ 558
△ 1,949
5,865
△ 41
318
―

2,495
△ 186

―

―

983
△ 7,139

△ 2,358
△ 844
△ 1
△ 380

―

―

―

―

―

―

―

―
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株式会社　南日本銀行

2．四半期連結損益計算書
（単位：百万円）

( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( )

注 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

（平成18年3月期 比　　較 （参考）
当四半期 前年同四半期

少 数 株 主 利 益

四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益

319

1,506

14,539

1,429

特 別 損 失

税金等調整前四半期（当期）純利益

法人税、住民税及び事業税

法 人 税 等 調 整 額

営 業 経 費

そ の 他 経 常 費 用

経 常 利 益

特 別 利 益

資 金 調 達 費 用

（ う ち 預 金 利 息 ）

役 務 取 引 等 費 用

そ の 他 業 務 費 用

15,593経 常 収 益 15,225 20,383368

（A)－（B)第３四半期）
（９ヵ月間)

平成18年3月期

そ の 他 業 務 収 益

そ の 他 経 常 収 益

経 常 費 用

第３四半期）科　　目
（平成19年3月期

資 金 運 用 収 益

（ う ち 貸 出 金 利 息 ）

（うち有価証券利息配当金）

役 務 取 引 等 収 益

740

29

1,031

341

△ 54

3 10

2,312

18,041

1,696

508

1,560

1,036

2,191

△ 26

1,020

237

11,819

10,498

908

165

1,694

13,138

22

1,544

12,203

10,402

1,180

1,564 20

1,024

1,189

2,038

284

1,140

764

1,286

154

△ 188

1,401

△ 1,032 2,342

13,903

1,266

11,645

2,630

289

260

△ 97

215

15,748384

△ 96

272

2,928

1,054

6

1,127

0

562

501

214

63

△ 142171

1,919

△ 435

△ 7

1,175

316

△ 888

△ 94

△ 370

435

2

（A) （B)
（９ヵ月間)

4

1,908

2,086

8,7808,754
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株式会社　南日本銀行

３．四半期連結株主資本等変動計算書

当四半期（自　平成18年4月1日　至　平成18年12月31日） （単位：百万円）

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

 平成18年3月31日残高 9,101 6,418 12,732 △ 90 28,161

 当四半期中の変動額

剰余金の配当 △ 403 △ 403

四半期純利益 740 740

自己株式の取得 △ 8 △ 8

自己株式の処分 △ 0 △ 0 0 0

土地再評価差額金の取崩額 △ 1 △ 1

株主資本以外の項目の当四半
期中の変動額（純額）

 当四半期中の変動額合計 ― △ 0 335 △ 7 327

 平成18年12月31日残高 9,101 6,418 13,067 △ 98 28,489

（単位：百万円）

その他有価
証券評価差
額 金

繰延ヘッジ
損 益

土地再評価
差 額 金

評価・換算
差額等合計

 平成18年3月31日残高 5,848 ― 2,711 8,559 ― 36,720

 当四半期中の変動額

剰余金の配当 △ 403

四半期純利益 740

自己株式の取得 △ 8

自己株式の処分 0

土地再評価差額金の取崩額 △ 1

株主資本以外の項目の当四半
期中の変動額（純額）

△ 2,672 △ 1 1 △ 2,672 ― △ 2,672

 当四半期中の変動額合計 △ 2,672 △ 1 1 △ 2,672 ― △ 2,344

 平成18年12月31日残高 3,175 △ 1 2,712 5,887 ― 34,376

注 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

株主資本

評価・換算差額等
少数株主
持　　分

純資産
合　計
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株式会社 南日本銀行

4.四半期財務情報作成のための基本となる事項

　当行は、中間（連結）財務諸表等の作成基準をベースとしつつ、以下のとおり投資者等の利害関係者の

判断を大きく誤らせない範囲で一定の簡便な手続を採用しております。

　〔簡便な手続きの内容〕

1.　貸倒引当金の計上基準

　当四半期の貸倒引当金は、平成18年12月末時点の債務者区分、残高に平成18年９月末に使用し

た予想損失率を適用して算出しております。

5.セグメント情報

1.　事業の種類別セグメント情報

  連結会社は、銀行業以外に一部でリース等の事業を営んでおりますが、それらの事業の全セグメン

トに占める割合が僅少であるため、事業の種類別セグメント情報は記載しておりません。

2.　所在地別セグメント情報

　　　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、所在地別セグメント情報は

記載しておりません。

3.　国際業務経常収益

　　　国際業務経常収益が連結経常収益の10％未満のため、国際業務経常収益の記載を省略しております。

- 5 -



株式会社　南日本銀行

平成19年３月期　第３四半期財務・業績説明資料

１．損益の状況（単体）

（単位：百万円）

（ ） （ ） （ ） （ ）

1,829

1,025

721

74

△1,633

2,758

111

△ 385

△ 1,020

△ 117

△ 54

80 191

△ 903

2,677

四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益

△ 17

経 常 利 益 1,800

1,0001,124△ 461

△ 93

2,190

特 別 損 益

臨 時 損 益

業務純益（一般貸倒繰入前）

う ち株式関係損益

一般貸倒引当金繰入額

業 務 純 益

うち国債等債券損益

3,400

3,400

3,500

53

118

10,599

167

143

（12ｶ月間）前年同期比

163

109 10,910 14,070

（12ｶ月間）（９ｶ月間）

10,782

8,261

2,684

平成19年3月期平成18年3月期

通期予想実績

平成18年3月期

第３四半期

平成19年3月期

10,945

コ ア 業 務 純 益

経 費

業 務 粗 利 益 11,019

第３四半期

（ コ ア 業 務 粗 利 益 ）

（９ｶ月間）

役 務 取 引 等 利 益

そ の 他 業 務 利 益

10,652

285

82

資 金 利 益

1,182

△111

2,794

128

△730

△ 120

1,942

1,078

2,062

2,554 3,404

△ 61

8,227

2,683

34

75

130

10,906

3,163

△366

3,529

△240

△1,244

2,576

1,544

税引前四半期（当期）純利益

103

△ 917

1,718うち不良債権処理額

2,283

693

1,042

14,310

14,076

217

△223

　○当第３四半期のコア業務純益は、有価証券利息配当金の増加や投資信託等の販売による役務取引等利
　　益の増加により、前年同期比130百万円の増加となりました。
　○経常利益及び四半期純利益については、有価証券の減損処理等が増加したことなどから前年同期比減
　　少となりましたが、概ね当初計画通りに推移しております。
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株式会社　南日本銀行

２.　「金融再生法ベースのカテゴリーによる開示」

（部分直接償却は実施しておりません。）

（1）単体 （単位：億円） （参考） （単位：億円）

 総与信に占める割合

（2）連結 （単位：億円） （参考） （単位：億円）

 総与信に占める割合

（注）上記の平成18年12月末の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第４条に

 規定する各債権のカテゴリーにより分類しておりますが、集計方法については以下の点につき連結会計年

 度末に開示する計数とは異なるため、計数は連続しておりません。

１．「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」及び「危険債権」

（1）開示区分

　平成18年９月末時点における債務者区分を基準とし、当四半期中に倒産、不渡り等の客観的な事実

の変更等があった債務者について、当行の定める自己査定基準に基づき債務者区分の見直しを行っ

ております。

（2）開示金額

　平成18年12月末時点における残高を基準としております。

２．「要管理債権」

　平成18年９月末の「要管理債権」に当四半期中の回収額等を加減した平成18年12月末時点におけ

る債権額をベースとし、新たに３ｶ月以上延滞となった債権、貸出条件を緩和したことを確認された債権

等について、当行の定める自己査定基準に基づき債務者区分の見直しを行っております。

（参考）自己査定債務者区分との関係

・破産更生債権及びこれらに準ずる債権（実質破綻先、破綻先の債権）

・危険債権（破綻懸念先の債権）

・要管理債権（要注意先のうち、元金または利息の支払が３ｶ月以上延滞しているか、または貸出

　　　　　　　　　条件を緩和している債権）

 危険債権

 合　計　

 合　計　 257

 破産更生債権及びこれらに準ずる債権 62

 危険債権

 要管理債権

 破産更生債権及びこれらに準ずる債権 61

140

40

5.60%4.94%

242

平成17年12月末

151

平成18年12月末

257271

39

80 71

146

39

5.30%

平成18年9月末

平成18年9月末

 要管理債権 40 39 39

81

平成18年12月末

72

平成17年12月末

5.25% 5.91% 5.60%

165

271286

154 159
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株式会社　南日本銀行

３．　自己資本比率　（国内基準）

（参考）

 連結自己資本比率  

 連結ＴｉｅｒⅠ比率

（注）１．上記予想値は、経営環境に関する前提条件の変化に伴い変動することがあります。

　　　２．上記予想は、「銀行法第14条の２の規定に基づき自己資本比率の基準を定める件（平成5年大蔵省告示

　　　　　55号）」（現行規制）に基づき算出しております。

４．時価のある有価証券の評価差額 （連結）

（単位：億円） （参考） （単位：億円）

 評価差額  評価差額  評価差額

 その他有価証券

 株  式

 債  券

 その他

（注）１．「評価差額」は、各月末時点の帳簿価額（償却原価法適用後、減損処理後。）と時価との差額を計上しております。

　ただし株式及び受益証券については各決算月の１カ月平均に基づいた市場価格等に基づく時価との差額を計上し

　ております。

      ２．なお、満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。

（単位：億円） （参考） （単位：億円）

 含み損益  含み損益  含み損益

５．デリバティブ取引（単体）

（1）　金利関連取引

該当ありません。

（2）　通貨関連取引
（単位：億円） 　（参考） （単位：億円）

　通貨先物

（注）　ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引等は上記記載から除いております。

（3）　株式関連取引
該当ありません。

（4）　債券関連取引

該当ありません。

（5）　商品関連取引

該当ありません。

（6）　クレジットデリバティブ取引

該当ありません。

0 0

  -    -    -  

0

  -    -    -  

0

  -    -    -  

平成18年９月末

契約額等 時価 評価損益

1  0 0

0

  -  

  -    -    -  

  -    -    -  

平成17年12月末

契約額等 時価 評価損益

  -  

1 

  -  

  -  

  -  

0

  -  

時価 評価損益

平成18年12月末

  -  

  -  

0

  -  

  -  

合　　　計

  -    -  　通貨オプション

0

店　頭 　為替予約

　通貨スワップ

取引所

0 

区
種類

分

0 66 0 0 

契約額等

うち益 うち損

満期保有目的の債券 62 0 0 0 64 1 1 

平成18年12月末 平成17年12月末 平成18年９月末

帳簿
価額

帳簿
価額

帳簿
価額うち益 うち損 うち益 うち損

85 0 3 3 94 4 7 3 96 3 6 2 

634 0 2 2 651 0 1 2 660 △ 1 1 2 

231 57 69 12 275 116 121 4 244 51 69 18 

950 57 75 18 

うち益 うち損

1,001 53 77 24 1,020 120 130 10 

時価 時価 時価

うち益 うち損 うち益 うち損

（　7.3％程度） （7.34％）

平成18年12月末 平成17年12月末 平成18年９月末

　平成19年３月末（予想値）　 平成18年９月末（実績）

　8.3％程度 8.35％

－ 8 －
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６．預金・貸出金の残高（単体）

（単位：億円） （単位：億円）

７．預り資産残高（単体）

（単位：億円） （単位：億円）

　合　　　計

　投資信託

　個人年金保険

　国債

 うち中小企業・個人向貸出 

平成18年12月末 

1,662

  うち個人預金

  うち法人預金

　預　金　　（末残） 6,168

4,197

平成17年12月末 平成18年9月末 

6,191 6,082

4,140 4,117

1,673 1,640

平成17年12月末 平成18年9月末 

4,793 4,806

4,431 4,444

66

平成18年12月末 

17年12月末比

△ 23

57

△ 11

4,488

　貸　出　金　（末残） 4,853

86

80

22

106

60

57

142416

243

47

32 4

15 4

96 27

44

17年12月末比 18年9月末比

18年9月末比

74 102

381

147 216

51 62

27435

- 9 -


